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かった。また Push－in	test によって得られる応力－ひずみ曲線の破断点における応力を Push－in	test	
value として評価し，埋入後の治癒期間を２，４，８週の３期間を比較検討した結果，純チタンとTi
－Nb－Sn 合金の両群間での有意差を認めなかった。これらの結果から，当該材料は現在臨床で幅広く
用いられている純チタンと同等の細胞親和性と生体骨との結合力を有することが確認された。
これらの知見は，低弾性を有するTi－Nb－Sn 合金を，機能下での荷重時にインプラント体周囲骨に
集中する応力の緩和を達成し得るインプラント材料として提供できる可能性を示したものであり，歯
科インプラント治療の発展へ貢献するものである。
以上のことから，本論文は博士（歯学）の学位に値するものと判断する。
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